
Part2：Permi5SibIe王imifs一限度値  

1Seope一適用範囲   

【ISO64郎－11とほぼ同文であるため省略】  

ZNorma伽ere鮎rell亡eS一参照基準文書  

rlSO6堰か12と同文であるため省略】  

31krmsandde血itiomき一用語及び定義   

ISO6486・13を参照  

4Pemissib】eIimits－限度値   

鉛及びカドミウムの溶出限度値は表1の通りである。  

表1鉛及びカドミウムの溶出限度北  

製品区分   ！n＊i   判定法  単位 f  鉛  カドミウム  

寺  

－f 工  

浅型容器（2．5cm未満）  

深型容器（】．1L未満）  

深型容器（】．1L以上）  

貯蔵容器  

カップ及びマッグ  

mg／dm2l o．8  平均値≦基準値  

4個全て≦基準値  

4個全て≦基準値  

4個全て≦基準値  
妾  

．mg几   
－】甘√1■  

l】唱・‘1．   

∫叩・●rノ  
4i4個全て≦基準値  

4 い個全て≦基準値im姓  調理器具  0．5  1 0．05  

＊：nは1試料について試験する個数  

5Reproducibilityandvariabitity一再現任とバラツキ   

【ISO6486－110と同文であるため省略】  

Bibliograpby一文献目録   

【ISO6486－1Bibliographyと同文であるため省略】  
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＜付属文書3＞  

ISO7（I8‘POOO）   

食品と接触するガラス製中空容器一鉛及びカドミウムの溶出－  

GlassbolI仰WareineonfaetwitIlfbod－RdぢaSeOrlcada皿dcadm如m一  

研究協力者：小川晋永 社）日本硝子製品工業会  

Foreword一前書き   

国際標準化機構（ISO）は各国規格機構（ISOメンバー）の世界的な連合体である。国際規  

格を作成する作業は通常ISO専門委員会によって行われる。委員会が設立された主旨に関  

心のある各国メンバーは、その委員会に代表を送る権利を持つ。ISOと連携している国際機  

関もまた、政府組織か非政府組織かを問わず、この作業に参加している。ISOは国際電気技  

術の標準化に関するすべてのことについて、国際電気標準会議（陀C）と緊密に共同作業を  

している。   

国際規格はISO／陀C指針臥RT3の規定に基づいて案が作成される。  

専門委員会によって採択された国際規格案は、投票のために各国メンバーに回付される。  

国際規格として公表するには、投票を行うメンバーの75％以上の賛成を得ることが必要で  

ある。  

ISO7086を構成する内容の一部は、特許権の問題に係ってくるかも知れないことについて  

注意すべきである。TSOはそのような全ての特許権について検証するむ任は負わない。  

1SO70g6は専門委員会ISO汀C166（食品と接する陶磁器製品、ガラスセラミック、ガラス  

製食希）において作成された。   

この第2版は、第l版（ISO7086：1娼2年）を破棄し、これに取って代わるものであり、  

技術的な改訂が行われている。   

王SO70写6は「食品と接触するガラス製中空容器一鉛及びカドミウムの溶出－」という表  

題の下で、以下のPadから構成されている。   

－Part）（lSO7086・1）：試験法   

－Part2（ISO7086－2）：限度値  

InIroducI王on一緒言   

ガラスの表面からの鉛及びカドミウム溶出によって生ずる問題は、食品の調理、配膳及  

び貯蔵用に使用されるガラス製食器が、不適切な配合、加工により製造された場合に、そ  

の使用によって引き起こされる可能性のある危険から人々を確実に守る効果的な方法が必  

要であるということである。   

第二の考慮すべき問題として、ガラス製食器の表面から溶出する有毒物質のコントロー  

ー98－  

39   



ルに対する各国のそれぞれ異なった規制は、これらの商品の国際貿易における非関税障壁  

になることである。従って、鉛及びカドミウムの溶出に関する国際的に承認された試験方  

法を維持し、有害な重金属溶出の許容量を定義する必要があこる。  

ISO7鵬6の中で規定されている鉛及びカドミウム溶出の許容限度値は、金属の暴露（摂  

取）丑の安全性の目安としての許容限度値とすることを意図したものではなく、関係業界に  

おける優良製造工程に対応し、世界の主要市場における規制基準に整合・させたものであり、  

かつ、これらの金属の暴露丑を全般的に減らそうとする目的を考慮したものである。  

Padl：Mモthodof暮est－試験法  

1．S帥pe－適用範囲   

ISO70g6■lは食品と接触する用途のガラス製中空容器からの鉛及びカドミウムの溶出   
試験法を規定する。   

ISO70＄6・lは食品や飲料の調理、配膳及び貯蔵に使用可能なガラス製中空容器に適用さ   

れる。しかし、ガラスセラミック、ガラス製の浅型容器や食品加工業界で使用される容器、  

容器内に納められた食品の販売のみに供される容器等については適用を除外する。  

2．Ⅳorma伽ere食代れC朗一参照規格文書   

以下の規格文書は参照事項も含めて、ISO7鵬6－1の構成要素となっている。日付の記載   

がある文書の参照について、その後に公布されたこれらの修正や改定は適用されない。た   

だし、ISO70鮎－1を規格とすることに合意した関係各者にl享下記の規格文書の最新版を利   

用することが可能かどうかについての調査を奨励する。日付の記載がない文香の参照にお   

いては、その最終版を適用する。ISOとIECの会員は現在有効な国際規格を支持する。   

ISO385・2：Laboratoryglassware－Burettes・PaTt2：Burettesforwhichnowaitingtimeis  

SpeCi鮎d．   

ISO648：Laboratoryg】assware－One－maTkpipettes．   

ISOlO42：Laboratoryg］assware－One－markvolume扇cnasks．   

ISO35さ5：BoTOS川c虞eg】耶S3．3・Prope鵬es．   

ISO3696：Ⅶterfbranalyticallaboratoryuse・Specincation左ndtestmethods．   

3．‰msaれd’D曲蜘ms一用語及び定魂  
ISO7086－1では以下の定義が適用される。  

3．1atomieabsorpt加5pe⊂trOmel汀一原子吸光光度法（AASト  

自由原子の吸光度を測定することによって、定性的判定及び元素濃度の定量的判定を   

行う分光分析法。  
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よ2abmiでabsorpfjon一原子吸光  

ガス相に存在する自由原子による電磁放射線の吸光であり、ガス相において吸光する   

原子に固有の線スペクトルが現れる。  

3．3br虞亡ke伽gIeehnique一内挿法  

最適分析範囲内で、濃度の近い2つの検盈専用標準彼の濃度を測定し、2つの測定値の   

中間に、試料の吸光度の測定値あるいは測定装置の指示値を挿入することによって濃度   

を求める分析法。  

3．4eaIibration如ncli摘一検量関数  

原子吸光光度計の示す試料の吸光度またはその他の装置の指示値と、鉛及びカドミウ   

ムの濃度との関数。  

3．5directⅡIetbodordelerlロimation－直接測定法  

吸光度または装置の指示値を検量関数に代入して試料溶液の濃度を算出する方位。  

3．石dri祀ngrim一炊み口  

飲み物用容器の縁の最上部から容器のふちに沿った20m川幅の外表面部分。  

3．7exけaぐIioIISOIution－抽出液   

鉛及びカドミウムの測定に用いられる抽出操作を行った彼の4％（V／V）酢晩  

j．紺ameatomi＝bsorptionspec什Ome呵（fAAS）フレーム原子吸光光度駄   

ガス相の中で自由原子を励起させるのにフレームを用いる原子吸光光度抵。  

3．！＝ねtwa托一浅型容器   

ガラス製晶で最深部から溢れ出す点を通る水平面までの垂直の高さが25mm以下の製  

l⊃  

ロロ0  

3．10ねodⅥrare－飲食器   

食品及び飲料の準備、調理、配膳及び貯蔵の使用を目的とする製品。  

3．11glassぐ打食mk一ガラスセラミック   

均質な溶液となる高温で原料を溶解した複、通常の微細結晶体を製造する方法に適用   

されているコンディションと温度で冷却・固化して作られた無機物。  

3．12gbsswar亡－ガラス製容器   

食品と接触して使用されるガラス製容乳  

3．13glass－ガラス  

原料を高温で完全に溶解し均質化したのちに、冷却・同化して作られた無機物で、本   

質的に結晶化していないもの。   

注：ガラス材は使用される着色剤、乳濁材の畳に応じて、透明のもの、有色のもの、   

不透明なものがある。  

3．14b¢ll伊ⅣⅥ唱re一中空容器   

容器内部の深さが25mm以上めガラス製容器。深さの測定は容器の最深点から溢れ出   

す点と垂直にぶつかる点の間で行う。中空の容器は容積に基づき3つの区分に分けられる。  
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－ノJ、容器；容量が‘00mL未浦の中空容器  

一大容器；容量が600mL以上3L未満の中空容器   

一貯蔵容器；容丑が3L以上の中空客車  

3．150ptimumworkimgr細g¢一最適測定範周  

濃度と暁光度が実質的に直線関係にある分析用標準液の範囲。  

き．1‘rdもrence5ur魚心＝押印一対象表面  

通常の援用状態で食物が接する範囲。  

3．Ⅰ＝estsolution一試験溶液   

製品から鉛及びカドミウムを抽出するために使用される溶媒（4％（V〝）酢酸溶液）。  

4．Primciple一試験法概要   

試験対象となる試料表面を4％（V〝）酢酸に接触させ、22土20Cで24時間放置する。試   

料に鉛及びカドミウムが含まれる場合は、試料表面からそれらが抽出される。その溶出   

丑はフレーム原子吸光光度法一弘AS）で測定する。通常の試験では本試験と同等な他の   

分析方法を使用しても差し支えない。  

5．Reユg和也andI¶ateriak一試薬及び実験材料  

5．1Re且gentS一試薬  

測定には分析用標準試薬を用いること。また、蒸留水もしくはISO3696のgmde3相   

当に精製された水のみを用いること。  

5．1．1Aceti亡a亡id一酢酸   

氷酢酸、密度β＝1．05g血L。  

5．1．2加et王eatidtestsolutlom一酢酸試験溶液：4％ⅣJり溶液  

蒸留水に40mLの氷酢酸（5．1．1）を加え、1Lに希釈する。本試験溶液は試験の都度、   

新たに調製し、全ての試験が完了でき得る容量を準備する。  

5．1．3Le月dsゎーks0lutiom一鉛標準原紋   

1Lの試験溶澱（5．1．2）に1000士1mgの鉛を含む分析用標準原液を調製する。または、   

市販の原子吸光分析用（AAS）鉛溶液を使用してもよい。  

5．l．4Cadmiums仙仁ksoIution－カドミウム標準原液   

ILの試験溶液（5．】．2）に1000土1mgのカドミウムを含む分析用標準原液を調製する。   

または、市販の原子吸光分析用（AAS）カドミウム溶液を使用してもよい。  
－  

5．1．51－eadstaれdardsoIution一発標準溶液  ●   

鉛分析用標準原液（5．】．3）1mLをホールピペットで100mL容メスフラスコに入れ、辞   

験溶液（5．1．2）でⅠ00mいこ希釈し、よく混合する。  

5．l．‘Cadmiumsねndard501鵬仙－カドミケネ標準溶披   

カドミウム分析用標準原液（5．l．4）lmLをホールピペットで100mL容メスフラスコに  
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入れ、試験溶液（5．l．2）で100mLに希釈し、よく渡合する。   

注】‥標準溶液は適当な大きさの使い慣らした密閉できる適当な容器（例：ポリエチレ   

ン製等）により品質を損なうことなく4週間まで保存できる。新しい容器は標準溶液で満   

たし、24時間静置したものであれば、使い慣らした容器として使用できる。この際、使用   

した標準溶液は廃棄すること。   

注2‥ホールピペットまたは精度の良いピストンピペット（50叫L及び1000いL）、並び   

に500mレ2000mL容メスフラスコを用いて、標準原液（5．1．5及び5．l．6）を試験溶液  

（5・】・2）で希釈し適当な校正用標準溶液を調製する。この校正用標準溶液は適当な大きさ   

の使い債らした密閉できる容器に保存する。これらの溶液は4週間ごとに再調製する。  

5．2Materials一実験材料  

5．ヱ．1Para用DWaX－パラフィン  

高溶融点のもの  

5．2．2W戚血即g細卜洗浄剤   

市販されている非酸性の手洗い用食器洗浄札メーカーの指示に従って希釈したもの。  

5．ユ．3Sili亡OneSealant－シリコーン密封剤   

直径6mm程度のひも状になるもの。この密封剤は試験溶液（5，l．2）へ酢酸、鉛及びカ   

ドミウムが再出するものであってはならない。  

‘Appar且紬S一機器  

‘．1AIomieabsorplionspec【romピーer一掃子吸光光度計   

原子吸光光度計は、鉛、カドミウム専用の光源（ホローカソードランプや無電極放電ラ   

ンプ）、バックグランド補正装置、及びシングルスロット（約100mm）またはポイリング・   

バーナーヘ ッドがついているもの。デジタル濃度読取装置がついたものでもよい 。エア＿   

アセチレンフレームを使用し、装置メーカーの指示する条件に従って操作する。これら   

の操作条件に従った場合、濃度特性（吸光度を0．0044にしたときの濃度）は、鉛について   

波長217nmで珊定したとき約0．2m釘L（土20％）になる。カドミウムについて波長228．8nm   

で測定したとき、濃度特性は約0．02mg几（土20％）になる。   

備考；適当と認められる場合には、鉛の分析に2珪3．3nmの波長を用いてもよい。  

‘．2Ac亡eSSOr・ies一付属品  

“．1A550r【edgIassⅥrare－ガラス器具  

必要な場合はISO3585に指定されたホウケイ酸ガラス製のものを使用する。  

‘．2．2丑山ret【e－ビュレット   

0．05mL毎にメモリがついている25mLの容量のもので、ISO385・2規定の占】ぉsBの条   

件を満たすもの、またはそれ以上のもの。  

‘．2．3CoYモー§－－カバー   

テスト中の試料にかぶせるフタで、例えば種々の大きさのプレート、時計皿、ベトリ  
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皿など。暗室が無い場合には不透明のものを使用する。  

6．2．dO止elれ眉rkpipettボーホールピペット   

10mL及び100mL容量のピペットでISO64き規定のcl那SBの条件を満たすもの、また   

はそれ以上のもの。必要な場合はこれ以外の容量のものでもよい。  

‘．2．5011e－markYOlⅥmefri¢na5b－メスフラスコ   

100mL及び1000mL容盈のメスフラスコで、ISO1042規定のc7assBの条件を満たす   

もの、またはそれ以上のもの。必要な場合はこれ以外の容量のものでもよい。  

‘．2．‘Precisionpistoれpipe拝啓一掃密ピストンピペット   

ストロークが固定式のもの。一般的なものでは容量500pL及びl，00叫L。  

‘．2．7Stra妙tedgeanddeptbgaⅥge－直定規及び探さゲージ   

】ミリ単位で校正されたもの。  

7Samplimg－試料の採取  

7．1Prior和一僅先順位  

教程粁の食器が混じったロットの中から試料を採取する際は、それぞれの区分で表面   

積／容積の比率が最も高い容器を優先すること。特に、食品と接触する表面が高度に着   

色あるいは印刷されているものを特に優先するよう考慮する。  

7．2Samplesize－試料数  

状況に応じた採取方牡を設定することが望まれる。測定対象の試料数が4検体未満に   

ならないようにすること。各検体は、寸法、形状、色、印刷が同一であること。  

7．3PreparatiomandpreserγationortestsampIes－試験試料の調製と保管   

試料は試験に影響を与えるような油分やその他の物質を除去し清潔であること。試料   

は非酸性の洗剤が入った40●C程度の溶液で手早く洗う。水道永ですすいだ後、蒸留水ま   

たは同等の純度の水ですすぐ。乾燥機にかけるか、新しいろ紙でふき取ることによって、   

水気を切り乾燥させる。汚れの残っている試料は使用しない。洗浄後は試験される面に   

手を触れてはならない。フタの内側は別として、通常の任用状態で試料表面の一部が食   

品と接触しない場合には、最初の洗浄・乾燥後にその部分をパラフィンやシリコーンの   

ような保護コーティングで覆う．これは鉛及びカドミウムの試験溶披へ溶出しないよう   

にし、試験溶液への影響を排除するためである。  

きProee血Ⅳ一塊作  

＆1E王tra亡【i仙一抽出  

8．1．1E如ra仁一ionIモmperature一拍出温度  

抽出は22土2●Cで行うこと。カドミウムの測定を行う際には暗所で抽出を行うこと。  

8．1．ヱL組頭i昭一溶出   

それぞれの試料において、表面から溢れ出す点まで垂直に1mmまで試験溶液（5．1．2）  
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で満たす。カバーをして24時間土30分溶出させる。  

＄．1．3S州pIhgoftheeエーra⊂tionsolutio皿触・紬叫由一分析用抽出液の採取  

抽出液を採取する前に、かき混ぜるか他の適した方法で抽出液を均一化させる。この   

とき、抽出液の減少や試験した表面に磨損を生じさせないよう注意する。必要真の抽出   

液をピペットで他の適当な保存容器に移す。  

鉛及びカドミウムが保存容器の壁面に吸着する恐れがあるのでできる限り速やかに分   

析する。特に鉛及びカドミウムとも低濃度の場合には注意すること。  

S．2DrinkiTLgrimandotherspe亡i2Jtests－飲み口及びその他の特殊な試験   

ガラス製中空容器の飲み口部分は、それぞれの外面のふちから20汀Im下の所に印をつ   

けて試験を行う。それぞれのガラス製容器を逆さにして、試料容器の1．25から2倍の直   

径を持つ実験用ガラス容器に入れる。試料につけた20mmの印のところまで、4％酢酸溶   

液を実験用ガラス容器に入れる。22土20Cで24時間静圧する（カドミウム測定は暗所で静   

置）。このとき過剰な蒸発から保諾すること。浸出溶液をサンプリングする前に、必要で   

あれば（液量が減少したとき等）20mmの水位に戻すため、4％酢酸溶液をガラス容器に追   

加すること。鉛及びカドミウムを原子吸光法で測定し容器当たりの溶出史（mgperarticles）   

として報告する。  

乱3Calibr頭領川一検量   

原子吸光光度計をセットアップする際は、製造メーカーのマニュアルに従って、バッ  

クグランド効果を補正しながら、鉛を測定する場合は217．O nm、カドミウムを測定する   

場合は228，8mの波長に設定すること。   

ゼロ点校正用の校正溶液を任用してゼロ点調整を行う。試験渾液で希釈した標準溶彼   

で作成した校正溶液セットを測定し、直線性のある範囲での検最終を作成する。   

推奨する測定範囲：  

－】袖：0．5m〆Lから10・Omgル  

pcd：0．05T71gn．から0・5mgn・  

乱4Determillationorleadandcadm山m－鉛及びカドミウムの測定   

前述のように光度計を設定する。蒸留水を吸い込ませ、次いで4％酢酸溶液を吸い込ま   

せて、吸光度がゼロであることを確認する。試験溶液を吸い込ませた複、分析用抽出液   

を吸い込ませ、抽出液の吸光度を測定する。   

抽出液の鉛渋皮が10mg几を超える場合には、適当丑の抽出液を試験溶液で希釈し、   

濃度が10一喝几以下になるよう試験測定溶液を調製すること。カドミウムを測定する際に   

も同様の配慮を払うこと。  

，E叩re55iomofresult5一緒果の表示  

，．1Bracke伽gtechnique－内挿汝   

抽出溶液中の鉛及びカドミウム濃度¢ク）はmg几で算出し、次式により求める。  
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〕如）ヤ′〕d  ク〃＝  
J～，J／   

」8：抽出溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度  

」′：低濃度側の検量線溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度  

力：高濃度側の検量線溶液中の鉛またはカドミウムの吸光度  

βJ：低濃度側の検丑線溶液中の鉛またはカドミウムの濃度（m〆L）  

βフ：南淡度側の検丑線溶液中の鉛またはカドミウムの濃度（m離．）  

注：抽出溶液が希釈されている場合、前式において適切な希釈係数dを使用する。  

9．ユCalibration蝕m沌血両脚一検最縁法   

検丑線または装置の直接読み出しから、抽出溶液中の鉛またはカドミウムの濃度  

（m〆L）を直接読み取る。  

10ReprodueibiIiIyandYariabi勒一再現性とばらつきき  

陶磁器製食器からの鉛及びカドミウム溶出盈測定は、分析再現性の誤差と試料採即事   

の不安定性が問題である。ここに挙げられている項目は科学的に、そして技術的に興味   

を引くものではあるが、ISO70g6の試験法及び限度値に関連し標準規格が定められたり、   

法令があるわけではない。  

10JReproduぐibiI和一再現性   

鉛及びカドミウム濃度の分析測定には、3種類の珊定誤差が生じる。   

次の表Ⅰに、それぞれおよその標準偏愛2】を示した。  

表1PbとCdの測定におけるばらつきの原因  

ぼらつき発生源   Pb測定時の標準偏差  Cd測定時の標準偏差  

（mg几）   （mg／L）   

2  同一試験室内の分析   0．04   0．004   

3  別個の試験室内の分析   0．06   0．007   

4  試験室と試料との相互作用   0．06   0．01   5  再現性  0．094   0．O12  

表lの4行目にある統計上の相互作用という項は、試験室間で差ができないはずの試  

料分析において差を生じたということを表している。詳細については、基本統計学のテ  

キスト（ÅNOVA：誤差分析法）に記載されている。再現性は、上記3種類のばらつきに  

おける標準偏差を2乗した修の合計の平方根である。  

10．ヱⅥriab臼ity－ばらつき   

ガラス表面からの抽出固有のばらつきと比較し、分析的な再現性は良好である。この   

“試料採取のばらつき”と称される抽出反応固有のばらつきは、実験誤差が生じる最も  
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大きな原因である。Moore【ユ】は大容器における鉛及びカドミウムの溶出のばらつき係数は  

通常60％であることを報告した。そのため、4検体中l検体が2mg几を上回る確率が10，000  

分のⅠに制限されるのを避けるためには、大集団での鉛溶出長の真の平均値は約0．58  

mg几となるだろう。表2は集団における平均値の衛協とl／4または】／6の検体が2mg几  

の限度値を上回る確率の標準偏差を示している。  

表2 限度量2mg軋を超える確率  

母集団の平均値  母集団の標準偏差   
皇 

0．4   0．24   ＜0・00001 

・■・一挙．．岩f■・・・皇・旨．＿酵   さ  
J  ＜0．00001   

0．g   0．4g   0・13含26  i  o・20005  
＿＿＿J   

l■  0・72  ‡   0・75836   
f   

o朋122   

0．4   0．】2   ＜0．00001  

0．g   0．24   0．00004   

1．2   0．3（；   ＜0．00001                    0．00002               ■｝－‾‾▲‾▼■■‾五3256㌻‾‾岬丁‾‾‾｝‾‾‾－㌫孟宗■－…－‾‾－’、－一‾   
11′托streport  

試験報告杏には次の事項を記載する。  

a）ISO規格70g6－】との関鼠   

b）試料の識別（型式、生産国、仕向地等）  

c）試料数  

d）試験結果は個々の試料毎の値及び試料群毎の平均値を表示する。深型容器の測定値に  

ついては、鉛特0．lmg几、カドミウムは0肌m〆Lまで求めて報告する。浅型容器の  

測定値は、鉛はO．tmg／dm2、カドミウムは0．0】mg／dm2まで求めて報告する。  

注：補足事項として、浅型容器の試験溶液の濃度も同様に0．】mg几、カドミウムは0．0】  

m〆Lまで求めて報告する。  

e）測定時に気付いた異常な現象  

巾任まの試験方法（ISO7086－1に含まれてない試験方法）  
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P免れ2げモrmissivelimits一限度値  

1Seope一遍用範囲   

【lSO70g6－11と同文であるため省略J  

2恥rm5andde且ni伽ms一用語及び定義   

【ISO70S6－13と同文であるため省略】  

3Permissiblelimi暮5｛限度値   

鉛及びカドミウムの溶出限度債は表1の通りである。  

表1鉛及びカドミウムの溶出限度量  

製品   n＊   判定法   単位   鉛   カド享ウム   

小容量（600mL未満）」  4  4個全て≦基準値  m少L   l．5   0．5   

大容色（600mL～3L）  4  14個全て≦基準値  0．75   0．25   

貯蔵容器（3  4  4個全て≦基準値  m〆L  0．25   

■：nはl試料について試験する個数   

4Reprodりtibil坤且ndYariab班ity一再現任とバラツキ   

【ISO70g6－110と同文であるため省略】  
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